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[32] 次の積分を求めよ: ∫
|z|=2

(
1 + z2

1 − z2

)
dz

[33] C \ {0}上の正則関数

f(z) =

(
1

z
+

a

z3

)
ez

がC \ {0}で原始関数 F (z)(すなわち F ′ = f を満たす正則関数)をもつような定数 aの値
およびそのときの F (z)を求めよ．

[34] rを 1, 2以外の正実数とする。積分∫
|z|=r

dz

z2 − 3z + 2

を求めよ。

[35] f を領域D上の正則関数とする。D上でRef(z) > 0を満たせばD内の任意の閉曲
線に対して ∫

γ

f ′(z)

f(z)
dz = 0

であることを示せ。

[36] f(z)を |z| < 1で正則かつ有界とするとき、任意の |ζ| < 1に対して

f(ζ) =
1

π

∫
|z|<1

f(z)

(1 − ζz)2
dxdy (z = x + iy)

が成り立つことを示せ。（ヒント：極座標を用いてコーシーの積分表示に帰着する）

演習問題はhttp://www.ms.u-tokyo.ac.jp/∼hirachi/courses/からダウンロードでき
ます．講義メモも載せています．
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